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合成樹脂原料包装用プラスチック製袋の回収・リサイクル化システムを確立

－合成樹脂メーカーとして世界初の実用化－

　弊社（本社：東京都千代田区、社長：天坊　昭彦）は、合成樹脂納入先から使用後の空プラスチック製袋を回収し、再資源化して再び樹脂包装袋に使用する完全循環型システムを開発しました。「出光エコバッグ」の名称で、弊社の高密度ポリエチレンの包装袋に本格採用しましたので、お知らせいたします。

1. 経緯

(1) 現在国内における廃プラスチックは年間990万トン排出されています。その内マテリアルリサイクルとして使用されているのは、全体の15%(152万トン)に過ぎず、使用済み製品からの廃プラスチックに至ってはわずかに7%しか使用されていません。

(2) 弊社では、平成12年12月から25KG入り合成樹脂原料の包装用紙袋をプラスチックのフイルム袋に切り替えました。(本格的なプラスチック袋の使用は国内初)

(3) 平成13年度経済産業省｢産業廃棄物等処理再資源化推進事業｣の一環として、｢樹脂袋モデルリサイクルシステムの調査｣を受託しました。

この調査は出光の企画提案によるもので、この調査研究を通じシステムのあり方、実現に向けての課題抽出とその対策案を策定しました。

(4) この調査をベースに、平成14年度から当該システムに係るパートナーを交えたプロジェクトを発足し、開発を進めてまいりました。

2. システムの特徴

(1) 合成樹脂納入先から使用後の空袋を回収し、再資源化して再び樹脂包装袋に再利用する完全循環型のマテリアルリサイクルシステムです。

(2) 出光エコバッグ(商標登録済み)は従来の単層フィルムを三層構造にし、リサイクル原料は中間層に使用した環境配慮型の製品です。

(3) 実施にあたっては、各種の工夫と効率的な製造方法等を採用し、特に重要な課題である経済性の確保と包装袋の品質や美観等の商品性の改善も図りました。

(4) 本年8月より、弊社の高密度ポリエチレン(商品名: IDEMITSU HD)の包装袋に採用を開始しました。

(5) 本システムは、回収から再製品化に係る専門業者（物流・回収業者、再生原料製造業者、再生機器メーカー、樹脂袋製造業者、印刷インキメーカー）の叡智結集と協力により実現することができました。

3. 今後の展開について

(1) 当面、回収地域を関東に限定していますが、顧客の評価、回収システム、商品性等を精査して、順次その地域を全国に拡大します。

(2) 出光エコバッグの採用対象も回収予測量を考慮しつつ、ポリプロピレン(商品名:IDEMITSU　PP)、直鎖状低密度ポリエチレン(商品名:IDEMITSU　LL)に拡大する予定です。

(3) プラスチック製造業界で賛同者が出てきた場合には、協力し省資源化を積極的に推進していく所存です。

以上
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